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大気汚染物の硫酸によるナラの衰退と木炭による再生
A decline of a Japanese oak by sulfuric acid of an air pollutant, and reproduction by
charcoal
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化石燃料の燃焼により排出される硫酸は風で移動し、樹木に付着して蓄積し、雨で根元に落とされて土壌が酸性化す
る。土壌が酸性化すると金属成分は溶解性の金属硫酸化合物になる。水に溶解した金属イオンは水と樹木に吸収される。
金属イオンは木の中のリン酸と化合して不溶性の金属リン酸化合物になり（リン酸アルミニウムの溶解度 10－９、リン酸
鉄溶解度 10－１０）リン酸不足と同じ現象になり衰退する １）２）３）。その結果、光合成により二酸化炭素を糖に変えるエ
ネルギー源になるアデノシン三リン酸の生成量や松脂の浸出量が減少する。ナラ等に含まれるタンニンはタンパク質と
化合して、人間では渋みとなり、防虫効果があるが、金属イオンと化合するとタンパク質と化合できなくなり、防虫効果
を失う。その結果、虫は樹木に進入し易くなり大発生して立ち枯れの原因になる。
木炭は樹木の生長のための必須元素のカリウムやその他のアルカリ金属を含み、雨水をアルカリ溶液にする。アルカ

リ溶液は土壌から溶出した金属イオンと化合して金属水酸化物になる。樹木は金属水酸化物を吸収できないため、リン
酸は保護され衰退を免れる。木炭に含まれるその他の元素は生長に必要で吸収した、理想的な割合で含まれる栄養源に
なる。石灰でも酸性土壌は中和できるが、カルシウム以外の、樹木が必要な元素を含まない。
佐渡島の梢枯れをしたナラの木は＊、命をつなぐために根元近くの幹から胴吹きの芽を何本も出していた。1m２当た

り約 1kgの炭を 2年続けて撒布した結果、3年目に種子を落とし、幸い佐渡島にはドングリを主食とする動物が少ないた
めに 4年目には発芽して、根元の土壌を緑の葉が覆っていた。胴吹きの芽は、梢の回復に従って皆枯れた。樹木の衰退
や立ち枯れの原因は土壌の酸性化であることが確認できた。
＊　佐渡市小佐渡浜河内・紅葉公園、佐渡市金井町新保乙・ゆずろ公園
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